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　国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
第 5 次評価報告書は、2013 年から 2014 年にかけて
とりまとめられる予定となっている。第 5 次評価
報告書に向けて、国際的に統一された 4 通りの温
室効果ガス排出量および温室効果ガス濃度シナリ
オ条件が与えられており、それに基づいて各国の研
究者により温暖化予測の見直しが行なわれている。
　日本とカナダの研究グループは相次いで、以下
のような気候変動に関する精度を向上したモデル
を用いたシミュレーション結果を発表した。これ
らの結果はいずれも、コペンハーゲン合意に基づ
き気温上昇を 2℃ 以内に抑えるためには、第 4 次
評価報告書時点で示された 2050 年までに全世界で
大気中 CO2 を 50% 削減するというシナリオより
も、さらに厳しい CO2 削減が必要であることを示
唆している。
　日本では、文部科学省の「21 世紀気候変動予測
革新プログラム」に参画している（独）海洋研究開
発機構、東大海洋研究所、気象庁気象研究所の研
究グループが、それぞれ、新たな知見を発表した1）。
　（独）海洋研究開発機構の研究グループは、地球
シミュレータを活用し、地球環境予測を担当して
いる。陸域植生の種類の変化やオゾンホールに関
与する諸物質の変動等を加味した予測評価モデル
を新たに開発した。この新モデルは 2005 年までの
過去データをこれまで以上に高精度で再現できる。
このモデルによれば、これまでの国際的合意であ
る大気中の温室効果ガス濃度をメタンなどを含め
た CO2 換算で 450 ppm で安定化させるためには、
化石燃料起源の CO2 排出量を 2040 年代にはゼロ
にしなければならないこと、またこの温室効果ガ
ス排出量シナリオに織り込まれているバイオエタ
ノール増産のための土地利用の変化も結果的に炭
素循環に影響を与えることが明確となった。
　東大海洋研究所の研究グループは、人為要因に
よる温暖化に自然の気候変動も含めて気候変動を
予測する手法を開発した。この予測手法では、太
平洋や大西洋で観測された 10 年規模の自然変動に
よって、その後の 5 年程度までを予測できる可能
性がある。この近未来予測によれば、過去 10 年間
の全球温度上昇は鈍かったものの、今後は温暖化
が本格化する可能性がある。
　気象庁気象研究所の研究グループは、世界で最
も空間解像度の高い全球 20 km 格子による大気モ
デルを開発し、温暖化による熱帯低気圧の発生や
大雨の変化を予測している。日本付近においては、
台風襲来の頻度が現在よりも低くなるが、台風の
強度は上昇傾向にあり、台風被害は大きくなるこ
とが懸念されている。
　カナダのビクトリア大学の研究グループは、海
洋・大地・氷・大気の複合モデルに加え、火山噴
火の最新データや植物による炭素の吸収・放出量
の算出精度を向上させたモデルを開発した。その
モデルによれば、21 世紀末の全地球の平均気温上
昇は 2.3℃ となる。コペンハーゲン合意どおりに
21 世紀末の気温上昇を 2℃ 以内に抑えるためには、
温室効果ガスの排出をただちに止めたうえに、21
世紀後半には大気中の CO2 も集めて固定化する必
要が生ずる。
　これらの研究結果は、2011 年 11 月から 12 月に
南アフリカで開催される COP17（第 17 回気候変動
枠組み条約）にも影響すると予想される。
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